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　双胎間輸血症候群 （Twin 　to　Twin　TransfusiOn　Syndrome ，　TTTs ）とは，双

胎間で
一方の児から他の児へ 血液の移動が起きることによ り発生するさまざまな病態をい

う．TTTS の発生に つ い て の考え方を簡単に ま とめる．

　 
一

卵性双胎の 70〜75％が一絨毛膜1生双 胎

　 
一

絨毛膜性双胎の ほぼ100％に血管吻合の存在

　  丁TTS の発生頻度は全双胎の 5〜15％ ， 血管吻合≠TTTS

　  双胎悶での有害な量の血液の移動 ＝ TT 丁S の発症

　
一
絨毛膜性双胎の全例に TTTS が発生する わけ で はな いが ， 妊娠管理上比較的にハ イ

リスクであるのは一絨毛膜1生双胎 である ．血液の移行 （：シャ ント）は TTTS の発生 とは

イコ
ー

ルで はな く ， 児 にと っ て有害な 量の血液の移行が起き て発症する．

〔1．TTTS の病態〕

　TTTS 【こおけ る典型 的病態を 図 1に示す．　 TTTS で は ， どの 範囲の 病態の 児まで を本

症とするかにより予後が異な っ て くる が ， いわゆる
”
stuck 　twin

”
【こおい て は羊水過多 1鳬 ・

羊水過少児で そ れ ぞれ88％ ・96％の ， また 早期に発症 し たもの を放置 すれ ば100％の周産

期死亡率が報告されて いる．

（図 1 ）TTTS におけ る 典型的病態
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〔皿．TTTS の 出生前診断〕

  出生前診断のた めの情報には図 2にあ げるもの が考えられる

　胎児水腫は供［m児に よ り高頻度にみ られ る か ， TTTS に おけ る 胎児水腫 に は心機能低

下に加 えて低蛋白血症も関係する と考えられ る　しか し胎児水腫にも T丁TS 以外に原 因

となる多 く の病態が存 在 し，双胎の
一児か胎児水腫で ある から とい っ て TTTS で ある と

はい えない．

　臍帯動脈血流 速度波形 よ り計算 され るイ ンデ ク ス値 か双胎 間で 大きく 異な る こと を

TTTS の徴候 とする意見があるが ，

一定した結論は得 られて いない

　また両児間におけ る 59／dl以上のヘ モ グロ ビン差や 20％以上の体重差 は ， 二 絨毛膜性

双胎におい て も
一

級毛膜性双胎に おいて も 同
一

の 頻度で ある との報 吉もあり ， 発育差やヘ

モグ［コビン差 などの診断基準 は絶対的なものではない （図 3）
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（図 2 ）TTTS 出生前診断の ため の 情報

　　　　　 　　 二 絨毛膜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一

絨毛膜

　　　　　　　 （写真 1 ）二 絨毛膜性双胎と一
絨毛膜性双胎

　　　　　 　　　　　　 二 絨毛膜性双 胎 で は陶壁かは っ きり認識で きる

  シ ャ ン トの証明

　胎盤 における［皿管吻合 の証明は ， TTTS の 診断上最 も基本的な検査で ある．そ こで 出

生前に直接胎盤に お ける シャ ン トの 存在 を検 査する方法と して ， 成入赤血球を供［m児臍帯

静脈に注入 して受血児か ら採血 した血液中 に成人血球を証明する方法と，パンク〔コニ ウム

フロ マイ ドを供血児臍帯静脈 に注入 して両児の心拍数変動や胎動の変化を観察する方法が

提唱され て いる が確立されて い ない
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（図 3）TTTS診断の た め の 双胎管理の フ コ
ー

チ ャ
ー ト

　臨床的に はシ ャ ン トによ る病状が出現 して いる 場合が 1rTTSで あ り，対応か必要な状

況と して は図 制こ示 した病態があげられる 　↑TTS を診断するのではな く治療を必要 と

する病態の存在を診断する ことか 大切で ある

〔皿．TTTS の治療〕

　TTTS の治療 には直接 TTTS の原因となる病態 を改善 しよう とする も の と，早産 を防

止するなど 結果的に TTTS により発生する問題を防止 しよう とする もの とがある．

　　　　　　　　　　　　　　　 （図 4）TTTS の 治療

　　　　　　　　　　　　　　  子宮収縮抑制

　　　　　　　　　　　　　　   羊水穿刺

　　　　　　　　　　　　　　  経胎盤的ジギタ リス 投与

　　　　　　　　　　　　　　  シ ャ ン ト血蒼 の 症断

　　　　　　　　　　　　　　  供漁児 の 問引き

　シ ャ ン トの診断や レ
ーサー治療などは侵襲 1生が高く ， どの 胎児が診断　治療を必要とす

るか の判断は重要である　当科で は TTTS を疑 っ た場合 の妊娠 中期ま での 診断　治療を

図 5の方針で行 っ て いる 　必要 に応じ  〜◎の 項目を検討して状態を評価する　
一

児の羊

水過多 ・他児の 羊水過少が出現 し stuck 　tWln
’
とな れ ば ， 供血児の臍帯穿刺と同時に

『
シャ

ン トの 診 断を行 う　また心機能の低下があればジギタ リ ス投与を検討する　TTTS ［ま児

の娩出というオブシ ヨ ン を選択で きな い時期の 管理 が問題で あ り ， 妊娠中期まで に発症 し

早期よりの治療が必要とさ れる 症例に対応する こ とがポイントである 22週以降は児の娩

出というオプシ ョ ンを選択で きる可能性がある ことを念頭に置くこ とが必要で ある．
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（図 5 ）TTTS が疑われた場合 の 管理方針
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